
    

 

 

一年生の給食が始まって三

日目のこと。配膳などにもだいぶ

慣れてきました。「おいしい」「お

いしい」「タケノコがおいしい」な

どの声に混じって「おうちのよりも

おいしい」という声がしました。 

私が「それは家で言わない方

がいいよ」と、冗談まじりで話す

と、隣の子が言いました。 

「やっぱり、おうちの朝ごはんの 

方がおいしい」 

    その隣の子も言いました。 

     「扇小の給食もおいしいけど、

ちょっとだけ、おうちの方がお

いしい」 

    一年生の気づかいに、笑ってし 

まいました。  

 

   

 

 

 

 

  

 


